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1. コーデュロイが友だちとじゅんびをはじめたころには、ハロウィーンはもうだいぶん近くなっていました。みんなで、パーティのためにかぼちゃを選びにでかけました。
2. パーティの前には、しなければならないことがたくさんあります。コーデュロイは落ちばはきをしました。うさぎさん、子犬さん、ねずみさんは手伝おうとしたのですが、落ちばの山の上でとびはねる方が、もっとずっとおもしろかったのです。
3. コーデュロイと友だちは、ぶたのおばさんのお店のショーウインドーのかざりつけを手伝いました。それで、おばさんはあたたかくてとってもおいしいかぼちゃパイをお礼にくださいました。うーん、おいちい！
4. コーデュロイの家にもどると、みんなはハロウィーンの仮装（かそう）でどんなものを着るか話し始めました。
「わたしはかぼちゃになるわ。」とねずみさんは言いました。

「ぼくはライオンになるよ。ジャングルの王様だい。」とうさぎさんは言います。

子犬さんは、「ぼくのはないしょ。すごいんだよ。みんなおどろくよ。」と言いました。

コーデュロイはしんぱいでした。まだどんなものをきたらいいかかんがえつかなかったのです。コーデュロイはハロウィーンでどんなものを着ることになるのでしょう？
5. その後、コーデュロイはパーティのかいものをしていると、仮装セットがあるのに気づき、足をとめました。このセットがあれば選ぶのはかんたんでしょう。
6. コーデュロイはライオンのいしょうを着てみました。ウオ―！どうもうに見えます。でも、うさぎさんがライオンになると言っていたのを思い出しました。
かぼちゃのいしょうを着てみました。ぴったりです。でも、おっとまてよ――ねずみさんがかぼちゃになるって言ってなかったかな？そうだ、とんがり帽子をかぶってこわそうなまじょになろう、とコーデュロイは思いました。でも、何かおもいだしました。友だちのドリーがまじょにたりたいって言ってたんだ。
それから、コーデュロイはかんぺきなものを見つけました。きょうりゅうの仮面です！わー、すごいぞ。この仮面にあわせてすごいいしょうを作れるぞ、とコーデュロイは思いました。

7. コーデュロイは家にかえって、いしょうを作り始めました。古くなったみどりのパジャマとはぎれを見つけました。
切って。はって。ぬいつけも。
そしてかんせい！

8. とうとうハロウィーンの晩になりました。コーデュロイはパーティに心をはずませています。玄関のベルがなりました！一体だれかな？パーティまで、まだ１時間あります。
コーデュロイはドアをあけました。子犬さんがとても悲しそうなかおをしてそこに立っていました。

『コーデュロイ、最高のいしょうがあったんだ。でも、やぶれてしまったんだ！ぼろぼろになってしまって、ぼくどうしよう？』

9. コーデュロイは考えました。彼は自分のいしょうが気に入っていました。でも、子犬さんはとても悲しそうです。そして、コーデュロイは、友だちの方がいしょうよりも大切だということを知っていました。
『だいじょうぶだよ。子犬さんがつけられるいしょうもってるよ。』

『ホント？でもコーデュロイくんは何をきるの？』子犬さんは言います。

『しんぱいしないで。ぼくに考えがあるんだ』と、コーデュロイは言います。

でもほんとうは考えなんてありませんでした。彼は何をきるのでしょうか？
10. コーデュロイは考えに考えました。パーティの間中考えました。パーティもたのしみました。
みんなでアップル・ボビングのゲームをしたり、かぼちゃでジャッコーランタン（おばけちょうちん）をほったり、クッキーやパンチをいただいきました。
11. モンスター・マッシュのおどりまでしました。
「トリック・オア・トリート（お菓子をちょうだい、くれないといたずらをするぞ）」にでかける時間にそろそろなりました。でも、コーデュロイにはまだいしょうがありませんでした。

12. とつぜん、ほんとに、いいアイデアが思いついたのです。彼はテーブルの上のものを気をつけてどけ、テーブルクロスを手にもちました。「かんぺき！」とコーデュロイは思いました。
テーブルクロスに目と口のための穴をあけました。テーブルクロスには、飲み物やチョコレートのしみがあちこちについていました。

13. 『おいらはおばけ。ハロウィーンのパーティがおわってちょうど帰るところだい！』とコーデュロイが言うと、みんなは笑いました。すばらしいいしょうでした。
『さあ、トリック・オア・トリートにでかけよう！』

14. コーデュロイのいしょうはだいひょうばん。『すごくいい思いつき！』とみんなは言いました。コーデュロイは鼻高々。子犬さんは、きょうりゅうのいしょうがとても気に入っています。だれもがにこにこしています。

15. それは、最高のハロウィーンでした！
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